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「仙台横丁物語」＆「気分は横丁」仙台角瓶キャンペーン
サントリービア＆スピリッツ株式会社 東北支社

受賞代表者───執行役員東北支社長　
　小島　　孝　氏

広告活動────2008年4月21日から
09年 10月 26日まで、
全 33回シリーズで河
北に掲載。全 7段カラ
ー。掲載紙面をまとめ
た冊子を発行したほ
か、イベントを開催

企画──────河北新報社、電通東日
本仙台支社

制作──────エーシークリエイティ
ヴ

扱い──────電通東日本仙台支社
制作スタッフ──Pro＝石井弘司、大山

健司、CD ＝千田精、
AD、Ph＝三日月紗織、
D＝村上恵美、木戸里
美

企画の概要と選定理由
ウイスキーの販売促進と「横丁」の活性化を
目指し、展開されたキャンペーン広告。約 2
年間にわたって地域の小規模な飲食店を紹
介するとともに、ハイボール（ウイスキーの
ソーダ割り）によるウイスキーの消費拡大
を目指した。飲食店ではハイボールにあう
セットメニューを提供して普及ならびに集
客を図ったほか、ホテル内に「横丁」を再現
したイベントを実施するなどの広がりのあ
る企画展開により、ウイスキーの売り上げ
を大幅に伸ばした。地域の人々の注目を集
め、地元の活性化にも大きく貢献した。
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TRY 渡来 長崎
社団法人長崎県観光連盟

受賞代表者───会長　野﨑　元治　氏
広告活動────2009年 11月 22日付西日本に掲載。全 15段カラー

×2。交通広告と連動
企画・制作・扱い ─電通九州
制作スタッフ──CD、AD＝小川勝己、C＝川之上智子、D＝太田友之、

坂元隆麿、甲斐寛希、Ph＝山田トモフミ
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企画の概要と選定理由
長崎県内の各観光地、史跡を、一見して海外の風景とも思えるような写真
で問いかけ、次面でそのすべてが同県の観光地であることを明かし、読者
の注意を引きつけた。大河ドラマで話題の坂本龍馬にもゆかりが深い土
地であることをいかし、話題性を高めるとともに、海外にも劣らぬほど刺
激に満ちあふれた、長崎県への旅を呼びかけている。奥行きのあるビジュ
アルと効果的な紙面活用で、多様な歴史と景観に恵まれた長崎県の魅力
を、読者に再発見させた。
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「ビッグな夢を見よう。」キャンペーン
日本マクドナルド株式会社

受賞代表者───代表取締役会長兼社長兼 CEO
　原田　泳幸　氏

広告活動────2010年 3月 26日付読売、報知
に掲載。2連版全 30段カラー。
そのほか小型広告、記事体広告
を掲載。スポーツ振興キャンペ
ーンと連動

企画・扱い ───電通
制作──────ジェ・シー・スパーク
制作スタッフ──エグゼクティブCD＝鎌田一郎、

シニアCD、C＝渡辺悦男、CD＝
阿部祐樹、AD＝岩下智、D＝小
鯛太郎、PR＝菅野真以、アカウ
ントエグゼクティブ＝松永学、
三浦良晃、木村隆太

企画の概要と選定理由
日本マクドナルドが長年にわたって行ってきたスポ
ーツ振興施策の一環として、2010 年に実施している
キャンペーンを、シンプルながらインパクトのある
ビジュアルで表現した。東京ドームで開催されるジ
ャイアンツ公式戦で両チームにホームランが出ると
ビッグマックの無料券が提供される「BIG MAC 
TWIN ARCH」、抽選で親子をグランド上の特別席で
の野球観戦に招待するなどの「McDonald’s Excite 
Seat キャンペーン」など、斬新な施策で注目を集め、
開幕当日という時機を捉えた掲載で大きな話題とな
った。
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パナソニック「ナノイー技術」
パナソニック株式会社

受賞代表者───代表取締役社長　大坪　文雄　氏
広告活動────2009年 12月 28日付朝日北海

道に掲載。2連版全 30段カラ
ー。テレビCM、ラジオCM、雑
誌広告、交通広告と連動

企画──────パナソニック、電通関西支社
制作──────ヒルズ
扱い──────大広
制作スタッフ──エグゼクティブCD＝津山克則、

CD ＝三浦洋一、安河内孝憲、
AD＝高須泰行、福崎秀介、米田
清美、C＝伊藤久之、中瀬央彰、
D＝土屋光史

企画の概要と選定理由
新型インフルエンザが流行した 2009 年の年末に、菌
やウイルスを抑制し、「空気」の安全を保つパナソニ
ック独自の新技術「ナノイー」を訴求。「ウイルスで相
次ぐ休校」「観測史上最悪の花粉飛散」など、実際の
新聞記事を活用したクリエーティブにより、ニュー
ス性にあふれ、説得力のある訴求内容となった。新
聞の持つ公共性を存分にいかしたほか、数多くの媒
体を駆使した多角的な展開により、同技術の認知率
向上に大きな役割を果たした。
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広島とともに80年「福屋物語」
株式会社福屋

受賞代表者───代表取締役社長　大下　洋嗣　氏
広告活動────2009年 10月 1日付中国に掲載。全 3段モ

ノクロおよび 2連版全 30段カラー×2。エ
ッセー集を発行したほか、ラジオ CM、折
り込みチラシ、ポスターなどと連動

企画──────福屋
制作・扱い ───みづま工房
制作スタッフ──CD＝折山司朗、AD＝山竹善樹、C＝吉川俊

治、橘高京子、D＝山竹善樹、岡野洋、住本
昭、Ph＝堂河内幸雄

企画の概要と選定理由
広島とともに長年歩み続けてきた福屋が2009年10月、創業80周
年を迎えることから、それ以前に9回にわたってシリーズ広告を
掲載し、その集大成として合計 60 段以上ものキャンペーン広告
を展開した。一般の読者から寄せられた「福屋と私」と題したエ
ッセー 18 編を紹介して、新聞広告ならではの読ませる構成をと
ることで、読者に同社のこれまでの歩みと、地域、市民との固い
絆
きずな

を強く印象づけている。読者のみならず、社員の意識向上にも
大きな役割を果たした。
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